
ショップ側からは「商品登録作業が簡単になれば出
店したい」という声も上がっていたという。
 i LUMINE来訪者のショッピング体験を向上する
には、品揃え拡充は必須であり、ショップの負担を
伴わずに商品登録できる仕組みが必要だった。「そ
こで当社はi LUMINEのEコマース基盤リプレースを
決断。最適な方法を探し始めたのです」と黒川氏は
述べる。

　ショップの追加および商品登録時の手間と時間
を削減し、より容易に品揃えを拡充できるよう、同社
は従来のASPサービスを使った仕組みから、自社
構築のECシステムとデータ連携を担うEAIツール
を組み合わせた仕組みへ移行することを決定した。
　核となるEAIツールは、「連携フローの開発が短
期に行える」「多様なデータ形式に対応している」こ
とを条件に選定。複数製品を比較したのち採用した
のが、ASTERIAマスターパートナーの日立ソリュー
ションズが提案した「ASTERIA WARP」だ。
　「ASTERIA WARPはノンプログラミングで簡単に
連携フローの開発が可能。新規ショップの追加にか
かる期間を大きく短縮できます」と小田氏は話す。
　また、商品登録時にも、ASTERIA WARPを使え
ば、各ショップ独自形式の商品データフォーマット
を、システムで自動変換してi LUMINEのデータベー
スに登録できる。これにより、指定フォーマットで
ファイルを作ってもらう手間が省けるため、より多く
の商品をi LUMINEに追加してもらえると考えた。

　新宿、池袋、横浜など首都圏のJR駅ビルでショッ
ピングセンター事業を展開するルミネは、実店舗で
の販売を軸に据えながらも、ECサイト「i LUMINE」
のサービス拡充に向けた様々な施策を推進してい
る。「当社では、実店舗の各ショップにi LUMINEへ
の出店を促すことで、『実店舗でもネットでも同じ商
品が買える』ことを目指しています。当初は約30程
度だったi LUMINE出店店舗も、現在は160店舗以
上に増加。おかげさまで順調に成長を続けていま
す」と同社の黒川直己氏は説明する。
 2013年9月よりカットオーバーした、ASTERIA 
WARPを使ったi LUMINE Eコマース基盤の構築に
より、新たなショップ出店を容易にし、また顧客の利
便性を向上する様々なサービスの拡充を図った成
果がうかがえる。
　i LUMINEへの訪問数を増やし、売上を伸ばすに
は、サイトの「品揃え」が最大のカギとなる。そのため
には、多くのショップに出店してもらうことが欠かせ
ない。「以前のi LUMINEは1社とのデータ連携を追
加するのに半年程度、改修期間がかかってしまって
いました」と黒川氏は振り返る。半年のタイムラグは
移り変わりの速いアパレル業界で、市場ニーズを的
確に捉えることを困難にし、新たな連携を促しにく
い状況が続いていた。
　また出店後にも課題があった。「ショップが商品
を登録する際、当社独自フォーマットのファイルを
作成してもらう必要があり、それが大きな負担に
なっていました」と同社の小田尚史氏は言う。実際、
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中、「オムニチャネル」を推進するための基盤として、
今回のシステムは大きな役割を果たしている。
2015年4月からはi LUMINE上で在庫切れの商品
でも、一部のLUMINE実店舗に在庫があれば、
i LUMINE上で実店舗の商品を購入できるように
なったという。
　i LUMINEの登録会員数は2015年3月末で年間
9万人増の41万人に到達。売上高は前年比126％
となる40億円を達成した。的確な経営戦略を基に、
飛躍的な成長を遂げるルミネ。ASTERIA WARPは、
同社のi LUMINE新サービス構築のシステム基盤と
して同社ビジネスを今後も支えていく。

　こうして生まれ変わったi LUMINEは、新たなス
タートを切った。システムは、急なアクセス増や将来
的な規模拡大にも対応できるよう「AWS（アマゾン 
ウェブ サービス）」上に構築。ASTERIA WARPも
同じくAWS上で稼働している。i LUMINEの登録ア
イテム数は、導入前との比較で二桁増加したという。
「もちろん、これはシステムリプレースも含めた複数
の施策の成果ですが、柔軟なデータ連携基盤構築
という点で、ASTERIA WARPが大きく貢献してく
れたことは間違いありません」と黒川氏は満足感を
示す。ショップの商品登録も簡単になった。現在は、
ショップ側のシステム上にある商品や在庫のデータ
もi LUMINEのシステムと連携。また同社は、配送管
理システム、メールマガジン配信システム、分析シス
テムとのデータ連携にもASTERIA WARPを活用。
従来は手作業で行ってきた業務処理の効率化が実
現できた。
　さらにASTERIA WARPの導入は、i LUMINEで
の新サービス開始にも役立っている。例えば、配送
管理業務のシステム化により、i LUMINEお急ぎ便
サービスを開始できた。また、LUMINE実店舗の在
庫の有無をi LUMINE上で表示する機能を実装した。
「実店舗の在庫データは、ASTERIA WARPによっ
て定期的にi LUMINEのシステムに同期されます。

これにより、i LUMINEでお買い物中の方が、どの店
舗に行けば実際の商品を確かめられるのかが分か
るようになりました。 さらに、一部ショップでは店頭
在庫の取り置きサービスを開始しています」と小田
氏。このサービスは「ウェブから実店舗への送客」と
いうO2O（Online to Offline）の第一歩として、今
後も拡充していく計画だという。
　実店舗で商品を確かめてからネットで購入したり、
反対にネットで色や在庫数を確認してから実店舗
を訪れるといった複数の販売チャネルを互いにシー
ムレスに連携させる「オムニチャネル」の考え方が
「O2O」同様小売業界の大きな関心事となっている

「加えて、豊富なASTERIA WARP導入実績を持つ
日立ソリューションズの存在も安心感につながりま
した。店舗や商品が増えても安定稼働する利便性
の高いECサイトが実現できると考えたのです」と黒
川氏は言う。
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導入の効果

「加えて、豊富なASTERIA WARP導入実績を持つ
日立ソリューションズの存在も安心感につながりま
した。店舗や商品が増えても安定稼働する利便性
の高いECサイトが実現できると考えたのです」と黒
川氏は言う。

1966年5月、前身である株式会社大宮ステーションビルとして設立。
1991年に複数企業の合併により現在の社名となる。大宮、北千住、
池袋、有楽町、新宿、立川、横浜、町田、荻窪、藤沢、川越、渋谷などの
JR主要駅上または駅近に、20代～30代の女性向けファッションを
中心とするショッピングセンターを展開。2008年からはECサイト
「i LUMINE」を運営。2016年には新宿駅直結の複合施設、NEWoMan
（ニュウマン)も開業。

https://i.lumine.jp/

※本事例の内容は取材時点（2015年6月）の情報です。 ※本文中の会社名、商品名は各社の商標、または登録
商標です。 ※本文中および図中では、TMマーク、®マークは表記しておりません。 ※製品の仕様は、改良のため、
予告なく変更する場合があります。 ※本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法ならびに米国の
輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、当社担当
営業にお問い合わせください。 ※本文中の情報は、事例作成時点のものです。

本事例のwebページはこちら
www.hitachi-solutions.co.jp/asteria/case12/

本カタログ掲載商品・サービスの詳細情報
www.hitachi-solutions.co.jp/asteria/
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《処理概要図》
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商品データ

倉庫システムメルマガ配信
システム分析システム

注文・売上・会員・
出荷データ

実店舗とi LUMINEを併用す
ることで、買い物がより便利
に楽しめる。
ASTERIA WARPは、様々な
データの連携により、そのた
めのシステム基盤を担ってい
ます。

※本事例の取材内容はインフォテリア株式会社によるものです。


